
気
回
復
の
進
展
に
伴
い
、
日
本

の
銀
行
の
「
負
の
遺
産
」
と
さ

れ
る
不
良
債
権
処
理
は
よ
う
や
く
峠
を

越
え
た
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
、「
苦
あ
れ

ば
楽
あ
り
」
と
簡
単
に
行
か
な
い
の
が
世

の
常
。
こ
こ
へ
き
て
、
長
期
金
利
の
上
昇

リ
ス
ク
が
銀
行
経
営
の
大
き
な
悩
み
の

タ
ネ
と
な
っ
て
い
る
。
銀
行
が
大
量
保
有

す
る
国
債
の
価
格
低
下
（
利
回
り
上
昇
）

に
備
え
て
、
資
産
運
用
戦
略
の
見
直
し

を
迫
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
。

銀
行
の
資
産
・
負
債
管
理
で
は
、
様
々

な
市
場
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
リ
ス
ク
管

理
が
重
要
な
業
務
と
な
っ
て
久
し
い
。
今

で
は
、
大
半
の
金
融
機
関
は
V
A
R
（
バ

リ
ュ
ー
・
ア
ッ
ト
・
リ
ス
ク
）
な
ど
の
精
緻

な
指
標
を
使
っ
て
リ
ス
ク
を
計
測
し
、
自

動
的
に
リ
ス
ク
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
。
以
前
に
比
べ
れ
ば
、
リ
ス
ク
管
理

の
手
法
は
か
な
り
進
歩
し
た
と
さ
れ
る

が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
。

長
期
金
利
、
つ
ま
り
国
債
の
価
格
を
決

め
る
要
因
と
し
て
は
、
景
気
・
物
価
動
向

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
現
在
の
国
債
を
め

ぐ
る
需
給
構
造
を
考
え
る
と
、
今
後
長

期
金
利
が
急
上
昇
す
る
リ
ス
ク
が
大
き

い
。
政
府
は
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
に
財

政
収
支
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒

字
化
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
る
が
、

市
場
の
信
任
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
財
政
面
の
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム

が
予
想
以
上
に
大
き
い
こ
と
を
、
銀
行
経

営
者
は
見
過
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

多
く
の
銀
行
は
、
金
利
上
昇
は
あ
っ
て

も
緩
や
か
な
上
昇
に
と
ど
ま
る
と
見
て

い
る
よ
う
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
か
。
昨

年
六
月
の
金
利
急
騰
や
九
八
年
の
「
資
金

運
用
部
シ
ョ
ッ
ク
」
な
ど
、
過
去
の
経
験

か
ら
言
え
ば
突
発
的
な
急
騰
が
む
し
ろ

常
態
化
し
て
い
る
と
考
え
て
お
い
た
方
が

よ
い
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
の
調
査
に

よ
る
と
、
一
〇
年
国
債
の
金
利
が
一
％

上
昇
し
た
場
合
の
影
響
は
、
大
手
銀
行

で
二
・
一
兆
円
、
地
銀
は
一
・
八
兆
円
の

損
失
と
な
り
、
保
有
国
債
の
デ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
長
い
地
銀
や
信
金
は
収
益
に
比
べ

た
損
失
額
が
予
想
以
上
に
大
き
い
、
と
分

析
し
て
い
る
。

海
外
の
銀
行
と
比
べ
た
場
合
、
金
利
上

昇
に
よ
る
短
期
的
リ
ス
ク
は
邦
銀
の
方

が
は
る
か
に
高
い
。
S
&
P
の
根
本
直

子
氏
に
よ
れ
ば
、「
米
国
の
大
手
銀
行
は

金
利
一
％
上
昇
に
よ
る
影
響
を
常
に
当

期
利
益
の
五
％
以
内
に
抑
制
し
て
い
る
」

と
い
う
。
ち
な
み
に
同
社
の
調
査
に
よ

る
大
手
銀
行
の
損
失
は
当
期
利
益
の
約

二
倍
に
当
た
る
。

ま
た
、
昨
年
の
金
利
急
騰
時
に
問
題

と
な
っ
た
リ
ス
ク
管
理
手
法
の
共
振
性
も

大
き
な
課
題
と
言
え
る
。
推
計
損
失
額

が
標
準
モ
デ
ル
を
上
回
っ
た
場
合
に
、
国

債
売
り
が
殺
到
し
、「
売
り
が
売
り
を
呼

ぶ
」
展
開
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
金
利
は
常
に
一
方
向
に
振
れ
や
す

く
、
一
時
的
に
市
場
の
流
動
性
が
低
下

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
う

し
た
場
合
の
危
機
管
理
モ
デ
ル
を
あ
ら

か
じ
め
確
立
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

銀
行
の
中
に
は
、「
国
債
の
価
格
が
下

が
っ
て
も
、
一
方
で
株
価
上
昇
に
よ
る
評

価
益
が
見
込
め
る
の
で
リ
ス
ク
は
少
な

い
」
と
す
る
見
方
も
根
強
い
。
確
か
に
大

手
銀
行
の
二
〇
〇
四
年
三
月
期
決
算
は
、

債
券
評
価
損
を
大
幅
に
上
回
る
株
式
評

価
益
を
計
上
し
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、

国
債
の
価
格
が
株
価
と
常
に
逆
相
関
で

動
く
と
考
え
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
場
合
、
先
進
国
中
で
最
大
の
国

債
発
行
残
高
（
対
G
D
P
比
）
を
抱
え
て

お
り
、
そ
の
財
政
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
は

他
国
の
比
で
は
な
い
。
実
際
、
過
去
一
〇

年
間
の
国
債
価
格
と
株
価
の
相
関
は
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
は
な
い
。

日
本
の
銀
行
は
、
過
去
数
年
の
間
に

国
債
保
有
高
を
急
増
さ
せ
た
。
不
況
と

信
用
リ
ス
ク
拡
大
で
銀
行
貸
出
が
伸
び

ず
、
金
利
低
下
が
長
期
間
続
く
と
想
定

し
て
安
定
投
資
先
と
し
て
国
債
を
買
い

ま
く
っ
た
。
一
種
の
国
債
バ
ブ
ル
が
続
い

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
景
気
回
復
と
と
も
に
金
利
上

昇
リ
ス
ク
と
い
う
形
で
、
銀
行
経
営
を
脅

か
し
始
め
た
。
要
は
、
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
た
資
産
を
売
却
す
れ
ば
済
む
話
な
の

だ
が
、
一
斉
に
売
り
に
回
れ
ば
価
格
が

急
落
（
金
利
は
上
昇
）
し
て
自
ら
の
首
を

絞
め
る
結
果
に
な
る
と
い
う
皮
肉
な
構

造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
最
大
の
問
題

な
の
で
あ
る
。

政
府
・
日
銀
が
今
、
様
々
な
形
で
金
利

上
昇
を
防
ぎ
と
め
て
い
る
中
で
、
銀
行
は

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
国
債
投
資

の
あ
り
方
を
自
ら
の
経
営
戦
略
に
絡
め

て
ど
う
再
構
築
し
て
い
く
べ
き
か
。
そ
れ

が
、
も
う
ひ
と
つ
の
バ
ブ
ル
解
消
の
大
き

な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
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